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・進行年度の上半期実績

・通期業績予想

・新たに策定しました「中期経営計画」

の３点を中心にご説明いたします。
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前年同期間比での売上高の主な増減要因を示しております。
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前年同期間比での営業利益の主な増減要因を示しております。



プリンター事業の損益状況について、前年同期間比、計画比で表示して

おります。

プリンター事業は引き続き、特に利益面で大きく貢献しております。
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セグメント別の業績を表示しております。
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通期の業績につきましては、１１月１３日に発表しましたとおり、

売上高、営業利益、経常利益を下方修正し、当期純利益については、

多額の特別利益の計上により、上方修正いたしました。
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進行年度 第２四半期累計の業績について、

売上高は、期初計画比１８億円減収の３００億円、営業利益、経常利益

はそれぞれ４億円、３億５０百万円の減益を予想しております。

但し、特別損益として予定している「訴訟賠償金の受取」や「事業撤退

関連費用」などの項目を加減しますと、１３億８０百万円程度の利益を

計上することとなり、当期純利益では期初計画比で４億３０百万円の

増益になると予想しております。
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進行年度のセグメント別の通期の業績予想を表示しております。
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２０１８年３月期の配当につきましては、中間期 ８円５０銭、年間での

配当額は前期と同額の１７円を予想しております。



次年度を初年度とし、２０２０年度を最終年度とした３ヶ年の『中期経営

計画ローリングプランⅢ』を策定し、１１月１３日に発表いたしました 。
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前・中計を振り返りますと、最終年度である２０１８年３月期は、すべての

セグメントでの売上の伸長不足、新市場の創出遅れなどにより、残念

ながら中計で目標としていた数値から売上、利益ともに下回る見込みで

あります。
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次期・中計で想定する業績を示しております。
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２０１７年９月末の資産合計は、前期末と比較して、１億２２百万円増加し、

３９８億７８百万円となりました。

主な増減の内容としては、

「現預金」が新株予約権の行使による資金調達から、短期借入金の返済分

を差し引いて４億７１百万円の増加、「たな卸資産」１億４７百万円の減少、

「流動資産その他」１億９百万円の減少などにより、 流動資産で１億４９

百万円の増加となりました。

また、有形固定資産で１億５１百万円の増加、無形固定資産で５億１４百万

円の減少、投資その他で３億３６百万円の増加などにより、固定資産では

２６百万円の減少となりました。
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負債は、前期末と比較して、３１億５０百万円減少して、７６億６７百万円と

なりました。

主な増減の内容としては、返済により、「短期借入金」が２７億９０百万円の

減少、「仕入債務」が３億５７百万円減少いたしました。

純資産は、「自己株式」の処分に伴い、２６億円増加（純資産のマイナス

科目）したことにより、３２億７３百万円増加の３２２億１０百万円となりました。

尚、自己資本比率は８０.７％と前期末と比べて８.０ポイント増加いたしました。
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キャッシュ・フローの主な増減内容は、下記のとおりです。

◇営業活動ＣＦ ＋６億４１百万円

・主な増減要因は、税金等調整前純利益８億４０百万円、

減価償却費（のれん含む） ５億７４百万円、

運転資本（売上債権・仕入債務・在庫）の増減

△３億６百万円

法人税の支払い △３億円

◇投資活動ＣＦ △４億５百万円

有形固定資産の取得 ３億８９百万円、

◇財務活動ＣＦ ＋ ２億４７百万円

・主な増減要因は、新株予約権行使による自己株式の処分

＋３２億７９百万円

短期借入金の返済 ＋２７億６６百万円

配当金支払 ２億２６百万円

◇現金同等物の換算差額 △１１百万円



設備投資、減価償却費、研究開発費の推移と進行年度の予想を表示

しております。
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当社グループでは、グループ内の海外取引に係る商流変更の実施に

より、為替影響を低減させる取り組みを実施しております。

進行年度の通期の期中平均レートは、 米ドル １１１.８６円、

ユーロ １２６.９４円 としております。
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過去３年間の業績を、上半期と下半期に分けて表示しております。
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過去３年間と進行年度の上半期迄の期間の四半期別、セグメント別の

売上高の推移を表示しております。
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過去８年の業績推移に進行年度の見込、そして次期・中計と長期ビジョン

の数字を加えて表示しております。
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マカオ市場における今年１～１０月のカジノ売上高累計実績は、２,２００
億パタカと前年同期間比で１９.２％の増加となりました。
単月では、昨年の８月以降１５ヶ月連続で前年同月比でプラスで推移

しております。

要因としては、中国政府の反腐敗運動の影響を受けて減少していた

ＶＩＰ顧客が回復してきたことと、一般観光客の増加に伴うマス市場の

拡大と考えられております。

また、米国ネバダ州の２０１７年度３Ｑ累計のカジノ売上高は、前年同

期間比で３.９％増となりました。
こちらも、ラスベガスへの中国人観光客が回帰していることが要因として

挙げられております。
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国内ＩＲに関する情報をまとめております。
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セグメント別での主な製品を記載しております。
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主な製品や用途別のシェア（弊社推定）を記載しております。


